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Commissioning DACscan

Commissioningで測定されたDACスキャンのデータを解析している。

目的はMIPピークを求め、Commissioningでデータが正常にとれているかどうか評価することである。

Commissioningのデータセット

2023/7/19 INTT JP 2

2021BeamtestのADC分布



Commissioning DACscan

DACスキャンのデータを解析するにあたって、イベント選定時にHot Channelを手作業で探し、カットしている。

ラダーの数が多く、今後もデータの数が増えていくため、Hot channelをカットする工程についてもAuto化し
たい。

今回は、私が現在行っているHot channelのカット方法を報告し、今後のHot channelの定義を明確にして
Auto化を進めたいと考えている。
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解析方法（Multi hit）

1. Hot channelなどのイベント選定

2. Multi hitのクラスタリング

3. 各chip、全chipのADC分布の導出

4. 重複ビンのエントリー数による規格化

未Auto化

Auto化済



Hot channelの求め方

1. ラダー14個分のChip:Channel分布をDrawする。

tree->Draw("chip_id:chan_id>>(128,0,128,26,1,27)","","colz")

2. 他のChip,Channelよりもエントリーが多いHot Channelがある場合、そこでのヒットを取り除く。

tree->Draw("chip_id:chan_id>>(128,0,128,26,1,27)","(chip_id!=21||chan_id!=126)","colz")
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Hot channelをカット

現時点でHot channelは目視で判断し、明確な定義は設けていない。



Hot channelの求め方

各moduleごとにHot channelを探し、カットしていく。

3. 各moduleのChip:Channel分布をDrawする。

tree->Draw("chip_id:chan_id>>(128,0,128,26,1,27)",“module==1","colz")

4. 他のChip,Channelよりもエントリーが多いHot Channelがある場合、そこでのヒットを除去する。

tree-
>Draw("chip_id:chan_id>>(128,0,128,26,1,27)","module==1&&(chip_id!=21||chan_id!=126)&&(chip_i
d!=1||chan_id!=37||module!=1)","colz")
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Hot channelをカット

現時点でHot channelは目視で判断し、明確な定義は設けていない。



今後の予定

• DACスキャン解析のマクロのAuto化

• Multi hit解析（規格化の見直し）

• デコード改良/MBDを加えた測定のDACスキャン解析
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Back up
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INTT3,4でのカット条件
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